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教室でオンライン視聴する児童（横内小） 工藤支部長が代表児童にグッズを手渡し（荒川小）

交通安全グッズ寄贈（横内小）

警察感謝状贈呈式

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
問
屋
町
を
学
区
に
含
む
横

内
小
学
校
、
荒
川
小
学
校
の
１
年

生
児
童
に
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

贈
っ
た
。

　

１
月
27
日
（
水
）
の
午
前
中
に

横
内
小
学
校
、
午
後
に
は
荒
川
小

学
校
を
訪
れ
、
同
支
部
の
工
藤
支

部
長
が
代
表
児
童
に
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
の
反
射
ミ
ニ
バ
ン
ド
を
手

渡
し
た
。
受
け
取
っ
た
児
童
は

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大

切
に
使
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
答

え
た
。

　

統
計
に
よ
る
と
、
歩
行
中
の
交

通
事
故
死
傷
者
は
全
年
齢
の
中
で

７
歳
が
突
出
し
て
多
く
、
６
年
生

と
比
較
す
る
と
約
４
倍
と
な
っ
て

い
る
。
工
藤
支
部
長
は
挨
拶
の
中

で
「
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
覚

え
て
絶
対
に
守
り
、
事
故
の
な

い
、
明
る
く
楽
し
く
元
気
な
小
学

校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　

同
支
部
で
は
２
０
１
９
年
９
月

に
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

８
千
日
を
達
成
。
今
後
も
死
亡
事

故
は
も
ち
ろ
ん
交
通
事
故
の
撲
滅

を
目
指
し
、
安
全
運
転
の
励
行
を

は
じ
め
と
し
た
交
通
安
全
啓
発
活

動
を
続
け
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録

更
新
を
続
け
て
い
く
。

　

１
月
20
日
（
水
）
に
令
和
２
年

青
森
警
察
署
警
察
協
力
功
労
者
感

謝
状
贈
呈
式
が
青
森
警
察
署
で
行

わ
れ
、
当
組
合
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

　

青
森
警
察
署
で
は
毎
年
、
警
察

業
務
に
協
力
し
た
団
体
や
個
人
に

感
謝
状
を
贈
っ
て
い
る
。
組
合
で

は
２
０
１
６
年
に
団
地
内
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
事
件
等
発
生

時
に
は
警
察
の
求
め
に
応
じ
て
録

画
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
お
り
、
今

回
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

　
　
　

⑫
つ
く
る
責
任
つ
か
う

　
　
　
　

責
任

　

天
然
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理

と
効
率
的
利
用
、
食
糧
廃
棄
や
廃

棄
物
削
減
、
化
学
物
質
等
放
出
低

減
を
図
り
、
よ
り
高
い
品
質
で
、

よ
り
多
く
の
も
の
が
得
ら
れ
る
生

産
と
消
費
の
形
態
を
実
現
す
る
こ

と
。

　

企
業
や
個
人
単
位
で
で
き
る
取

り
組
み
と
し
て
は
、
食
品
ロ
ス
低

減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

促
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス

で
き
る
商
品
購
入
、
紙
の
印
刷
を

低
減
な
ど
。

　
　
　

⑬
気
候
変
動
に
具
体
的

　
　
　
　

な
対
策
を

　

地
球
の
温
暖
化
が
関
係
し
て
い

る
と
言
わ
れ
る
自
然
災
害
が
世
界

中
で
増
え
て
お
り
、
地
球
温
暖
化

に
つ
な
が
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
ゼ
ロ
に
す
る「
脱
炭
素
社
会
」

を
実
現
す
る
こ
と
。

　

脱
炭
素
化
社
会
に
向
け
て
具
体

的
に
は
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
地

球
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
こ
と
。

　
　
　

⑭
海
の
豊
か
さ
を

　
　
　
　

守
ろ
う

　

海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
量
は

２
０
５
０
年
に
は
魚
の
量
を
上
回

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
海
の
環
境

汚
染
や
生
態
系
を
回
復
さ
せ
、
漁

業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
々
の

た
め
に
持
続
可
能
な
漁
業
を
行
え

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
。

　

例
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て

生
活
す
る
。
ま
た
、
適
切
に
漁
業

を
し
て
い
る
人
を
助
け
持
続
可
能

な
漁
業
を
維
持
す
る
た
め
、
水
産

エ
コ
ラ
ベ
ル
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

の
。

　

当
日
は
、
組
合
の
西
理
事
長
が

出
席
し
、
青
森
警
察
署
の
西
川
署

長
よ
り
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
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全く知らない

9%

7%

39%

17%

1%

27%

「ＳＤＧｓ」への取組状況
その他

聞いたことは
あるが内容は
知らない

取組みを
検討して
いる

内容を
知っているが
対応していない

既に
取り組んでいる

2018年度

2019年度

2020年度

9% 24% 30% 37%

7% 24% 27% 42%

9% 31% 9% 50%

　1.以前と同様スムーズ　　　2.以前より厳しい
　3.以前よりかなり厳しい　　4.求人募集は行っていない

人材確保・求人の状況について

81人 75人
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経験者
新規学卒者
採用社数

新規学卒者・経験者採用状況

①社内での認知度が
低い 62%

②社会的認知度が
高まっていない 33%

③何から取り組んでいいか
　分からない 32%

④取り組むことによる　
　メリットが分からない 16%

⑤人員不足 12%

⑥コストの増加 6%

⑦どこに相談していいか
　分からない 6%

⑨その他 4%

⑧特に課題はない 10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

回答数
回答者数(％)「ＳＤＧｓ」に取り組む上での課題

　

組
合
で
は
、
世
界
的
な
優
先
課

題
や
あ
る
べ
き
姿
を
定
め
た
世
界

共
通
の
目
標
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）」
に

今
年
度
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員
会
を
立

ち
上
げ
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
同

委
員
会
で
は
事
業
を
進
め
る
上
で

参
考
と
す
べ
く
、
組
合
員
の
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
へ
の
取
り
組
み
状
況
等

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
調
査
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
は
、「
既
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
回
答
し
た
組
合
員
が

18
社
・
17
％
、「
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
る
」
の
９
社
・
７
％
を

合
わ
せ
て
も
24
％
と
、
ま
だ
ま
だ

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い

て
「
全
く
知
ら
な
い
」
と
の
回
答

が
10
社
・
９
％
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
９
割
以
上
の
組
合
員
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
認
知
し
て
い
る
と

の
結
果
と
な
っ
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
掲
げ
る
17
の
目
標

と
自
社
事
業
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
は
、「
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
」、

「
関
連
が
あ
り
、
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
る
」、「
関
連
が
あ
り
、

課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
」
と
回

答
し
た
組
合
員
の
合
計
を
、
自
社

の
事
業
内
容
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

の
た
め
に
役
立
つ
」
と
考
え
る
企

業
割
合
と
し
て
集
計
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
最
も
高
か
っ
た
の
が

「
成
長
・
雇
用
」
で
53
％
、
つ
づ

い
て
「
生
産
・
消
費
」
が
48
％
、「
保

健
」
42
％
、「
都
市
」
42
％
、「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
40
％
の
５
項
目

が
４
割
を
超
え
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
上
で
の

課
題
に
つ
い
て
複
数
回
答
で
調
査

し
た
と
こ
ろ
、「
社
内
で
の
認
知

度
が
低
い
」
を
挙
げ
た
組
合
員
が

62
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で

「
社
会
的
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い

な
い
」
が
33
％
、「
何
か
ら
取
り

組
ん
で
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
が

32
％
と
上
位
を
占
め
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
上
で
組

合
に
望
む
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の

問
に
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

情
報
提
供
」
62
％
、「
他
社
の
取

り
組
み
事
例
の
提
供
」
41
％
、「
社

内
認
知
度
の
向
上
に
役
立
つ
ツ
ー

ル
の
提
供
」
23
％
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

を
反
映
し
て
基
礎
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
望
む
声
が
多
か
っ
た
。

　

当
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委
員
会
で
検
討

を
重
ね
、
組
合
で
は
２
０
２
１
年

度
を
卸
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
元

年
と
し
て
、
組
合
員
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

組
合
で
は
、
組
合
員
企
業
の
当

団
地
内
で
の
採
用
状
況
を
調
査
す

る
求
人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
度

の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

２
０
２
０
年
度
の
採
用
状
況

（
新
規
学
卒
者
及
び
経
験
者
）
の

調
査
で
は
、
50
社
で
１
５
０
名
が

採
用
、
「
採
用
し
た
か
っ
た
が
で

き
な
か
っ
た
」
と
の
回
答
も
８
社

あ
っ
た
。
採
用
者
の
内
訳
を
見
る

と
、
新
卒
者
が
68
人
・
45
％
、
経

験
者
が
82
名
・
55
％
と
の
結
果
で

あ
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
度
の
新
規
学
卒
者

の
採
用
状
況
は
、
「
採
用
し
た
」

と
回
答
し
た
組
合
員
が
14
社
あ
っ

た
が
、「
採
用
し
た
い
が
で
き
て

い
な
い
」
と
の
答
え
た
組
合
員
が

７
社
あ
っ
た
。

　

人
材
確
保
・
求
人
の
状
況
に
つ

い
て
の
調
査
で
は
「
以
前
よ
り
厳

し
い
」「
以
前
よ
り
か
な
り
厳
し

い
」
と
の
回
答
が
合
わ
せ
て
40
％

と
な
り
、
組
合
員
企
業
に
と
っ
て

は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
雇
用
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

青
森
県
の
２
０
２
０
年
12
月
の

有
効
求
人
倍
率
は
１
・
０
２
倍
と

昨
年
同
時
期
の
１
・
２
３
倍
を
下

回
っ
て
い
る
。
全
国
の
求
人
倍
率

も
２
０
１
９
年
に
は
１
・
６
倍
を

超
え
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
12

月
は
１
・
０
６
倍
と
著
し
く
減
少
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
多
く
の
企
業
が
影
響
を
受
け
、

雇
用
動
向
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。

　

人
手
不
足
感
は
解
消
傾
向
に
あ

る
が
、
組
合
で
は
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
合
同
企
業

説
明
会
を
開
催
し
、
組
合
員
の
人

材
確
保
を
支
援
す
る
。
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交通誘導警備・施設警備・制服販売等

代表取締役　小 枝 花 奈

コクサイ無人航空機㈱
代表取締役社長
中村　真 氏

新年合同厄払い

祭壇に玉串を捧げて祈願する参加者

　

２
月
２
日
（
火
）
の
午
後
零
時

15
分
か
ら
問
屋
町
会
館
に
お
い

て
、
組
合
員
従
業
員
を
対
象
と
し

た
２
０
２
１
年
問
屋
町
新
年
合
同

厄
払
い
が
開
催
さ
れ
た
。

　

組
合
で
は
、
厄
年
を
迎
え
る
組

合
員
従
業
員
が
１
年
間
平
穏
無
事

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
２
０
１

２
年
か
ら
労
務
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
合
同
厄
払
い
を
開
始
し
た
。

職
場
に
近
い
問
屋
町
会
館
で
お
昼

休
み
の
時
間
を
利
用
し
て
祈
祷
を

受
け
れ
る
と
あ
っ
て
、
好
評
を
得

て
い
る
。

　

今
回
の
厄
払
い
に
は
組
合
員
従

業
員
７
名
が
参
加
。
１
階
会
議
室

１
月

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　

▽
第
３
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
委

員
会

19
日
▽
卸
商
業
団
地
機
能
向
上
支

援
事
業
第
３
回
ワ
ー
キ
ン
グ

委
員
会

21
日
▽
第
２
回
交
通
量
調
査

（
〜
22
日
）

26
日
▽
第
２
回
献
血

27
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
寄
贈
式

（
横
内
小
・
荒
川
小
）

　

第
55
弾
と
な
る
今
回
の
経
済

雑
感
は
、
全
国
有
数
の
ド
ロ
ー

ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
コ
ク
サ

イ
無
人
航
空
機
㈱
の
中
村
社
長

に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　

組
合
員
コ
ク
サ
イ
通
信
特
機

㈱
の
子
会
社
と
し
て
、
昨
年
４

月
に
創
業
致
し
ま
し
た
コ
ク
サ

イ
無
人
航
空
機
の
中
村
と
申
し

ま
す
。
弊
社
は
空
撮
・
航
空
農

薬
散
布
・
航
空
イ
ン
フ
ラ
点
検
・

機
体
販
売
・
修
理
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
・
ド
ロ
ー
ン
導
入
支
援
な
ど
、

ド
ロ
ー
ン
全
般
を
業
務
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
２
０
１
６
年
頃

か
ら
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
向
け
を
皮

切
り
に
一
気
に
社
会
進
出
し
て

き
ま
し
た
。
以
降
の
ド
ロ
ー
ン
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
迅
速
な
法
整

備
や
機
体
性
能
の
向
上
も
あ
っ

て
、
社
会
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
と
し

て
の
位
置
づ
け
か
ら
更
に
も
う
一

段
階
上
の
フ
ェ
ー
ズ
で
あ
る
、
ド

ロ
ー
ン
が
あ
っ
て
当
た
り
前
の

「
ド
ロ
ー
ン
前
提
社
会
」
へ
と
発

展
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
か
つ

て
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
95
が
発
表
さ

れ
急
速
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
前

提
社
会
と
な
っ

た
事
や
、
携
帯
電
話
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
と
進
化
し
た
過
程
と
非

常
に
よ
く
似
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ど
の
分
野
で
も
そ
う
で
す

が
、
新
し
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

皮
切
り
に
玉
石
混
交
の
黎
明
期
を

経
て
、
一
気
に
社
会
イ
ン
フ
ラ
化

す
る
と
言
う
流
れ
を
持
っ
た
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
、
ド
ロ
ー
ン
分

野
で
起
こ
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
も
起

こ
っ
た
事
で
す
が
、
発
表
当
初
は

想
像
も
出
来
な
か
っ
た
事
に
も
使

わ
れ
て
い
く
事
に
な
る
は
ず
で

す
。
運
輸
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
イ

ン
フ
ラ
点
検
な
ど
の
既
に
イ
メ
ー

ジ
が
何
と
な
く
想
像
出
来
る
用
途

に
加
え
て
、
ド
ロ
ー
ン
と
言
う

社
会
イ
ン
フ
ラ
を

使
っ
た
想
像
も
出

来
な
い
様
な
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
が
沢

山
登
場
す
る
事
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

業
界
環
境
と
し
て
は
「
空
の
産

業
革
命
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

２
０
１
９
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て

お
り
、
２
０
２
２
年
ま
で
に
は

「
レ
ベ
ル
４
」、
つ
ま
り
「
人
口
集

中
地
区
（
市
街
地
）
に
お
け
る
完

全
無
人
自
立
飛
行
」
が
目
標
に
掲

げ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
ド
ロ
ー

ン
操
縦
資
格
の
国
家
試
験
化
も

２
０
２
２
年
に
は
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
こ
の「
レ
ベ
ル
４
」

が
実
現
す
れ
ば
、
ド
ロ
ー
ン
は

今
ま
で
以
上
に
長
距
離
を
飛
行

す
る
事
が
可
能
に
な
り
、
よ
り

大
型
化
・
よ
り
高
性
能
化
が
加

速
度
的
に
進
む
と
同
時
に
、
５

Ｇ
回
線
を
利
用
し
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
を
利
用
し
た
ド
ロ
ー
ン

用
航
空
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
速

に
進
む
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

子
供
の
頃
に
夢
見
た
「
空
飛

ぶ
乗
り
物
」
が
街
中
を
有
人
・

無
人
に
関
わ
ら
ず
ブ
ン
ブ
ン
飛

ん
で
い
る
。
そ
ん
な
未
来
予
想

図
が
夢
で
は
な
く
、
も
う
す
ぐ

そ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
事

で
す
。
も
し
か
し
た
ら
リ
ニ
ア

モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
乗
る
よ
り
も

早
く
、こ
の
「
空
飛
ぶ
乗
り
物
」

を
使
う
事
に
私
た
ち
は
な
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
恐
ら
く

は
そ
う
な
る
で
あ
ろ
う
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。（
つ
づ
く
）

に
祭
壇
が
設
置
さ
れ
、
問
屋
町
の

氏
神
様
で
あ
る
大
星
神
社
の
沼
田

禰
宜
（
ね
ぎ
）
に
よ
る
厄
払
い
の

祈
祷
が
執
り
行
わ
れ
た
。
参
加
者

は
祭
壇
に
玉
串
を
捧
げ
、
自
身
や

家
族
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
。

　

祈
祷
の
後
、
沼
田
禰
宜
は
「
厄

年
は
た
だ
の
迷
信
や
言
い
伝
え
で

は
な
く
、
先
人
ら
が
築
い
て
き
た

一
種
の
統
計
学
で
あ
る
。
自
分
は

厄
年
と
心
構
え
を
し
て
い
る
だ
け

で
も
危
険
を
回
避
で
き
る
こ
と
も

あ
る
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に「
お
守
り
」「
お
札
」「
御

神
矢
」
を
受
け
取
り
、
厄
払
い
は

無
事
終
了
し
た
。
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㈱サカイ引越センター
青森支社 支店長

伊藤 孝夫  氏

　

今
年
度
２
回
目
と
な
る
献
血
が

１
月
26
日
（
火
）、
問
屋
町
会
館

前
に
て
実
施
さ
れ
、
組
合
員
従
業

員
ら
16
名
が
協
力
し
た
。

　

組
合
で
は
労
務
対
策
事
業
の
一

環
と
し
て
問
屋
町
会
館
前
に
て
移

動
献
血
バ
ス
に
よ
る
献
血
を
実
施

し
、
組
合
員
ら
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
献
血
推

進
活
動
は
１
９
７
１
年
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
に
は
長

２
０
２
１
年
度
組
合
事
業
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
の
「
開
催
希
望
セ

ミ
ナ
ー
項
目
」
で
一
番
だ
っ
た
の

が
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
」
で
し
た
。
組
合
で
は

タ
イ
ム
リ
ー
に
も
㈱
タ
ナ
ベ
経

営
の
日
下
部
・
東
北
副
支
社
長
に
よ
る

「
２
０
２
１
年 w

ith 

コ
ロ
ナ
時
代
の
経

営
戦
略
と
打
つ
べ
き
手
」
と
題
す
る
特
別

講
演
を
２
月
19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
キ
ー

ワ
ー
ド
を
お
伝
え
し
ま
す
▼
講
演
で
は
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
経
営
環
境
の
本
質
は

ズ
バ
リ
「
世
界
同
時
の
価
値
転
換
」
で
あ

る
と
し
▼
そ
れ
は
以
下
の
三
つ
の
変
化
と

し
て
現
れ
た
と
指
摘
。
❶
需
給
シ
ョ
ッ
ク

↓
観
光
、
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
消
失
。
社
会

文
化
・
経
済
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
❷
変
化
の

加
速
↓
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
気
に
加
速
❸

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
↓
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
時
間
と
場
所
か

ら
解
放
▼
次
に
、
今
後
企
業
が
向
き
合
う

べ
き
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
①

低
成
長
②
非
連
続
③
高
速
変
化
で
あ
り
▼

企
業
が
目
指
す
べ
き
方
向
は
、
①
低
成
長

↓
７
割
経
済
に
対
応
す
る
た
め
に
は
「
新

し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創
造
し
、
多
角
化
を

図
る
」
の
が
必
要
で
あ
り
②
非
連
続
↓
不

安
定
・
不
透
明
の
環
境
下
で
は
企
業
体
質

の
転
換
が
求
め
ら
れ
「
経
済
危
機
に
強
い

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
最
適
化
」
が
必
須
と

さ
れ
③
高
速
変
化
↓
高
速
変
化
へ
の
対
応

を
可
能
に
す
る
に
は
「
Ｄ
Ｘ
機
能
モ
デ
ル

で
攻
め
の
組
織
体
制
」
が
必
要
で
あ
る
と

し
ま
し
た
▼
こ
の
環
境
下
で
企
業
は
「
一

人
一
人
の
生
産
性
を
高
め
、
組
織
は
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
（
柔
軟
）
に
対
応
で
き
る
フ

ラ
ッ
ト
型
に
、
そ
し
て
そ
の
実
現
に
向
け

て
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
組
織
へ
変
化
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た 

（
藤
本
）

コロナ感染防止策を講じて献血

移動献血バス

営業終了となる会館前みちのく銀行ＡＴＭ

年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

近
年
、
青
森
県
で
は
献
血
者
が

減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
更
に
悪

化
。
医
療
機
関
に
お
い
て
必
要
と

す
る
血
液
が
慢
性
的
に
不
足
し
て

お
り
、
病
気
の
治
療
等
に
不
可
欠

な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
組
合
で
は
社
会
貢
献
活
動
と

し
て
今
後
も
積
極
的
に
献
血
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

　

問
屋
町
会
館
前
に
設
置
さ
れ
て

い
る
み
ち
の
く
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

コ
ー
ナ
ー
が
、
２
０
２
１
年
３
月

31
日
（
水
）
21
時
を
も
っ
て
営
業

が
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

４
月
１
日
か
ら
は
第
二
問
屋
町
に

あ
る
同
行
問
屋
町
支
店
内
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
団
地
企
業
訪
問
で
は
、

㈱
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
の
伊

藤
支
店
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

同
社
は
昭
和
46
年
に
創
業
し
、

現
在
は
全
国
に
百
九
十
支
社
を

超
え
る
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
り
、『
ま
ご
こ
ろ
こ
め
て

お
つ
き
あ
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
に

引
越
一
筋
で
今
年
50
周
年
を
迎

え
た
。
お
客
様
の
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
家
財
を
大
切
に
新
生
活

の
地
へ
お
届
け
す
る
た
め
に
徹

底
し
た
教
育
と
研
修
を
行
い
、

家
財
を
運
ぶ
技
術
だ
け
で
な
く

お
客
様
の
要
望
を
伺
い
な
が
ら

引
越
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

接
客
サ
ー
ビ
ス
の
教
育
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

　
「
当
社
で
は
近
年
、
今
ま
で

の
引
越
専
門
だ
け
で
な
く
、
エ
ア

コ
ン
の
取
付
、
最
新
家
電
製
品
や

大
型
家
具
の
買
い
替
え
・
設
置
等

を
電
話
１
本
で
行
う
サ
ー
ビ
ス
や

入
居
す
る
際
の
掃
除
等
、
引
越
し

に
関
わ
る
最
初
か
ら
最
後
ま
で
を

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
メ
デ
ィ
ア

へ
の
露
出
も
増
や

し
、
こ
れ
ま
で
の

『
日
本
一
』
の
フ

レ
ー
ズ
の
他
に

『
ま
ご
こ
ろ
』
と

い
う
言
葉
を
使
い
、

ま
ご
こ
ろ
パ
ン
ダ
等
を
起
用
し
、

お
客
様
の
印
象
に
残
る
よ
う
な
宣

伝
活
動
を
し
て
い
ま
す
」
と
ア

ピ
ー
ル
。

　

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
一
環
と
し
て
、
リ
モ
ー
ト

見
積
り
を
し
て
い
ま
す
。
お
客
様

の
携
帯
電
話
で
部
屋
を
映
し
て
い

た
だ
き
、
家
財
を
確
認
し
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
の
中
だ
け
で
見
積
り
を
完
結
さ

せ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
電
話
だ
け

と
な
る
と
お
互
い
に
食
い
違
い
が

出
て
き
た
り
す
る
の
で
、
き
ち
ん

と
映
像
で
確
認
し
、

お
互
い
納
得
し
た

上
で
見
積
り
を
進

め
て
い
き
、
お
客

様
に
安
心
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
語
る
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
青

森
支
店
は
青
森
県
人
で
作
っ
て
い

こ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

人
達
は
そ
の
土
地
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
る
の
で
、
青
森
で
採
用

し
一
か
ら
育
て
て
い
き
、
将
来
的

に
都
会
に
行
き
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
れ
ば
叶
え
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
活
躍
し
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
た
。

　

青
森
市
の
印
象
に
つ
い
て
は

「
秋
田
出
身
で
す
が
、
比
べ
物

に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
雪
の
多

さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
青
森
の

人
達
は
雪
に
強
い
で
す
ね
」
と

笑
う
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
話
が
及
ぶ

と
「
単
身
赴
任
中
な
の
で
、
食

事
は
ほ
ぼ
自
炊
を
し
て
い
ま
す
。

休
日
は
節
約
レ
シ
ピ
な
ど
を

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
お
手
軽
料

理
な
ど
を
作
っ
た
り
し
て
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

好
き
な
言
葉
は
「
為
せ
ば
成

る
」。「
年
齢
に
関
係
な
く
、
何

事
に
も
挑
戦
し
新
た
な
経
験
や

知
識
を
得
て
学
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
微
笑
ん
だ
。（

49
歳
）
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